
地球物理学（2020年度春学期）（流体地球物理学分野） 
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固定された測定点で、10分あたり
4103   の割合で比湿が低下したから、 
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③の両辺を yで偏微分して、 
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④の両辺を xで偏微分して、 
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④’－③’を計算すると、 
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（１）の解答において、時間微分をゼロとすると、 
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地球物理学（2020年度春学期）（流体地球物理学分野） 

最終テスト 解答用紙（２） 

 

学生番号：        氏名：           
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①を pについて 9001 p hPaから 10002 p hPaまで積分すると、 
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②、③より、 
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③より、 
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だから、合成関数の微分の公式と④より、 
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